
バイオテクノロジー戦略大綱詳細行動計画への取組
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Ｈ１７年３月１５日 第７回ＢＴ戦略会議開催

Ｈ１７年６月 「知的財産推進計画２００５」の策定

Ｈ１７年６月 Ｈ１８年度科学技術に関する予算、人材等の資源配分方針策定

Ｈ１７年７月 科学技術連携施策群の運営を開始

Ｈ１７年１０月 Ｈ１８年度概算要求における科学技術関係施策の優先順位付け

（SABC付け）の実施
Ｈ１７年１２月１４日 ライフサイエンス分野推進戦略プロジェクトチーム（第１回）を開催

Ｈ１７年１２月 総合科学技術会議が第３期の科学技術基本政策答申を決定

Ｈ１８年１月２６日 第８回ＢＴ戦略会議開催

Ｈ１７年３月１５日 第７回ＢＴ戦略会議開催

Ｈ１７年６月 「知的財産推進計画２００５」の策定

Ｈ１７年６月 Ｈ１８年度科学技術に関する予算、人材等の資源配分方針策定

Ｈ１７年７月 科学技術連携施策群の運営を開始

Ｈ１７年１０月 Ｈ１８年度概算要求における科学技術関係施策の優先順位付け

（SABC付け）の実施
Ｈ１７年１２月１４日 ライフサイエンス分野推進戦略プロジェクトチーム（第１回）を開催

Ｈ１７年１２月 総合科学技術会議が第３期の科学技術基本政策答申を決定

Ｈ１８年１月２６日 第８回ＢＴ戦略会議開催

Ⅰ．バイオテクノロジー戦略大綱詳細行動計画進捗状況

１

バイオテクノロジー戦略大綱に関連する最近の動きバイオテクノロジー戦略大綱に関連する最近の動き



詳細行動計画の進捗状況

C（実施中）
５７％

B（達成に目途）
３２％

１０％
平成１７年度
（３年目）

B+C+D
９３％

６％

未着手 １％

平成１５年度
（１年目）

２００の詳細行動計画

前回と比較し、A：８％→１０％（１５→２０ ）、B：１６％→３２％（ ３２→６４ ）、
C：７０％→５７％ （ １４２→１１４ ）、D：６％→１％（ １１→２ ） となった。

２

６％７０％１６％８％
平成１６年度
（２年目）

D（着手） １％A（完了）



３つの戦略ごとにみた詳細行動計画の進捗状況
ー戦略１：研究開発の圧倒的充実ー

遺伝子治療に用いるベ
クターの研究開発支援

ゲノム育種による品種育成技術の開発
-病害虫、不良環境に強い有用遺伝子の機能解明の実施
-環境ストレスに強い植物の開発
再生医療における、細胞等の評価手法・標準化の検討

-工業化を目指した培養細胞評価法の検討

革新的ながん治療法等の研
究推進
-診断・治療法開発にむけた橋
渡し研究の推進
-膵がんの新規血液診断法の
開発
イネゲノム情報、栽培生理情
報等の統合データベース整備

D（着手）：１％（１項目）

C（実施中）：７３％（７０項目）

B（達成に目途）：
２３％（２２項目）

A（完了）：３％（３項目）

３

９６詳細行動計画

（独）医薬基盤研究所の設立
-創薬プロセス等の支援



３つの戦略ごとにみた詳細行動計画の進捗状況
ー戦略２：産業化プロセスの抜本的強化ー

７０詳細行動計画

企業ニーズや社会ニーズに対応した研究テーマの設定
- 「産学官共同研究の効果的な推進」プログラムの実施
保健機能食品等についての普及啓発の促進

-栄養情報担当者認定試験の実施
企業が積極的に医療機器の開発・製品化に取り組むた
めの環境整備
-医療機器開発ガイドラインの作成等

廃棄物からのメタン回収
施設の設置

治験に関する大規模なネットワークを形成
知的財産の創造と活用の総合的支援

-大学等における知的財産本部の整備等

高度先進医療実施要件の
緩和

D（着手）：１％（１項目）

C（実施中）：
４３％（３０項目）

B（達成に目途）：
３９％（２７項目）

A（完了）：
１７％（１２項目）

４



３つの戦略ごとにみた詳細行動計画の進捗状況
ー戦略３：国民理解の徹底的浸透ー

３４詳細行動計画

「科学技術・理科大好きプラン」の充実
-自然体験学習等の一層の充実化
遺伝子組換え技術等に対する国民理解の
増進
-シンポジウム開催、パンフレット等の作成・
配布による情報提供

遺伝子組換え体利用飼料等
の安全性審査の法的義務化

B（達成に目途）：
４４％（１５項目）

A（完了）：
１５％（５項目）

C（実施中）：
４１％（１４項目）

５

機関内倫理審査委員会における情報公開の促進
-ヒトES細胞の樹立・使用に関する研究成果の原則公開
生命倫理・安全対策に関する取組

-生命倫理・医療倫理人材養成コース等の講座の開講
遺伝子組換え体の安全性に関する情報の収集・発信

-産業利用に係る安全性に関する内外の科学的知見等
を収集し、データベース化



○総合科学技術会議が司令塔としての機能を発揮し推進している科学技術連携施策群の
もと、各府省の施策として欠落している部分を補完する課題の一つとして、「生命科学
データベース統合に関する調査研究」を平成１７年度より開始。

Ⅱ．BT推進の連携強化
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＜問題意識＞研究成果の
医療応用、産業応用を円滑
に進めるためには、様々な
データベースの特徴を踏
まえつつ、生成された膨大
なデータの統合化や適切な
連携が必要。

＜問題意識＞＜問題意識＞研究成果の
医療応用、産業応用を円滑
に進めるためには、様々な
データベースの特徴を踏
まえつつ、生成された膨大
なデータの統合化や適切な
連携が必要。

＜補完的課題＞将来的なデータベースの統合化や適
切な連携を進める準備のため、フィージビリティスタディ
やロードマップの試案作成などを実施。

＜補完的課題＞＜補完的課題＞将来的なデータベースの統合化や適
切な連携を進める準備のため、フィージビリティスタディ
やロードマップの試案作成などを実施。

統合化

・・データ

・・データ・・データ

・・データ ・・データ

・・データ ・・データ

・・データ

・・データ

適切な
連携

研究代表者研究代表者：大久保公策 情報・システム研究機構国立遺伝学研究所・教授
参画機関参画機関（平成１７年度）：国立がんセンター、独立行政法人産業技術総合研究所、

独立行政法人農業生物資源研究所

遺伝子情報、疾患関連情報
など、様々なデータ

６



【基本姿勢】

① 社会・国民に支持され、成果を還元する科学技術

② 人材育成と競争的環境の重視
～ モノから人へ、機関における個人の重視

【政策目標の明確化】

６つの大目標、１２の中目標に向けて科学技術政策を推進し、成果実現と

説明責任を強化

第３期科学技術基本計画（平成１８年度から平成２２年度）
の基となる答申の基本理念

第３期科学技術基本計画（平成１８年度から平成２２年度）第３期科学技術基本計画（平成１８年度から平成２２年度）
の基となる答申の基本理念の基となる答申の基本理念

飛躍知の発見・発明飛躍知の発見・発明
～未来を切り拓く多様な知識の蓄積・創造

（１） 新しい原理・現象の発見・解明
（２） 非連続な技術革新の源泉となる知識の創造

＜大目標１＞

環境と経済の両立環境と経済の両立
～環境と経済を両立し持続可能な発展を実現

（４） 地球温暖化・エネルギー問題の克服
（５） 環境と調和する循環型社会の実現

＜大目標３＞

生涯はつらつ生活生涯はつらつ生活
～子供から高齢者まで健康な日本を実現

（９） 国民を悩ます病の克服
（１０） 誰もが元気に暮らせる社会の実現

＜大目標５＞

科学技術の限界突破科学技術の限界突破
～人類の夢への挑戦と実現

（３） 世界最高水準のプロジェクトによる科学技術の牽引

＜大目標２＞

イノベーター日本イノベーター日本
～革新を続ける強靱な経済・産業を実現

（６） 世界を魅了するユビキタスネット社会の実現
（７） ものづくりナンバーワン国家の実現
（８） 科学技術により世界を勝ち抜く産業競争力の強化

＜大目標４＞

安全が誇りとなる国安全が誇りとなる国
～世界一安全な国・日本を実現

（１１） 国土と社会の安全確保
（１２） 暮らしの安全確保

＜大目標６＞

＜理念１＞ 人類の英知を生む＜理念１＞ 人類の英知人類の英知を生む ＜理念２＞ 国力の源泉を創る＜理念２＞ 国力の源泉国力の源泉を創る ＜理念３＞ 健康と安全を守る＜理念３＞ 健康と安全健康と安全を守る

Ⅲ．第３期科学技術基本計画の基となる答申の基本理念
及び分野別推進戦略について

７



現在検討中の第３期科学技術基本計画案において、ＢＴを含む

ライフサイエンスは引き続き重点推進分野の１つ。

総合科学技術会議は、第３期科学技術基本計画のもとに、政

策目標の実現に向け、分野内の重点化の考え方に基き、分野

別推進戦略を本年３月を目途に策定予定。

ライフサイエンス分野推進戦略の策定に際し、以下の４つの領

域について重点的に検討。

・ライフサイエンスを支える基礎・基盤科学技術領域。

・国民への成果還元の視点を重視する観点から、食料・生物生

産応用領域、産業応用領域、医療応用領域の３つの領域。

現在検討中の第３期科学技術基本計画案において、ＢＴを含む

ライフサイエンスは引き続き重点推進分野の１つ。

総合科学技術会議は、第３期科学技術基本計画のもとに、政

策目標の実現に向け、分野内の重点化の考え方に基き、分野

別推進戦略を本年３月を目途に策定予定。

ライフサイエンス分野推進戦略の策定に際し、以下の４つの領

域について重点的に検討。

・ライフサイエンスを支える基礎・基盤科学技術領域。

・国民への成果還元の視点を重視する観点から、食料・生物生

産応用領域、産業応用領域、医療応用領域の３つの領域。

ライフサイエンス分野推進戦略の策定についてライフサイエンス分野推進戦略の策定についてライフサイエンス分野推進戦略の策定について

８


